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本編２３ページ 

管きょの改築・更新 

維持管理に関する記述

を充実させること 

カメラ調査を約３５０ｋｍ実施し、そのうち劣化・

不具合などの影響で緊急度の高い約９０ｋｍについ

て、管きょの改築を実施してきました。 

点検については、布設後約２０年を迎えた路線を地

表面からマンホールの中を覗く目視点検を約１，３０

０ｋｍ実施し、カメラ調査は、布設後約４０年以上を 

経過した管渠について、毎年約３２ｋｍを実施し、約

３５０ｋｍの管渠を調査しました。 

そのうち劣化・不具合などの影響で緊急度の高い約

９０ｋｍについて、管きょの改築を実施してきまし

た。 

 

本編４４ページ 

概要版１０ページ 

 ＳＤＧｓ 

基本方針ⅢをＳＤＧｓ

に関連付けすること 

（記載なし） 【ゴール 17：パートナーシップで目標を達成しよう】 

施策Ⅲ－２ 官民連携の推進 

施策Ⅲ－５ 広報による理解の促進 を関連付け 

 

本編７６ページ 

 温室効果ガス排出量 

削減率 

削減率の対象が不明 取組１ 省エネルギー機器の導入 

設備の老朽化等による機器の更新にあたっては、効

率がよく省エネ性能が高い機器を導入していくこと

で、電力消費量の削減に努めます。 

 

 

 

取組２ 再生可能エネルギーの活用 

浄化センター・ポンプ場において、太陽光発電設備

の導入によるエネルギーの活用に取り組み、電力消費

量の削減に努めます。 

 

 

 

取組１ 省エネルギー機器の導入 

設備の老朽化等による機器の更新にあたっては、効

率がよく省エネ性能が高い機器を導入していくこと

で、電力消費量の削減に努めるほか、下水施設から排

出される温室効果ガス排出量を、２０１３（平成２５）

年度比で１６％削減します。 

 

取組２ 再生可能エネルギーの活用 

浄化センター・ポンプ場において、太陽光発電設備

の導入によるエネルギーの活用に取り組み、電力消費

量の削減に努めるほか、下水施設から排出される温室

効果ガス排出量を、２０１３（平成２５）年度比で 

１６％削減します。 

 

資料２ 
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本編７８ページ 

 温室効果ガス排出量 

削減率 

削減率の対象が不明 下水汚泥の固定燃料化など下水汚泥を資源利用す

るため、南部浄化センターにおいて、汚泥有効利用施

設を導入します。 

下水汚泥の固定燃料化など下水汚泥を資源利用す

るため、南部浄化センターにおいて、汚泥有効利用施

設を導入します。 

また、汚泥有効利用施設を導入することにより、下

水施設から排出される温室効果ガス排出量を、２０１

３（平成２５）年度比※１で１６％削減します。 

 

※１ ２０１３（平成２５）年度の温室効果ガス排出

量は、３２，８１６ｔ-ＣＯ２で、容積にする

と、東京ドームの１３．５杯分に相当 
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 取組１ 人材育成 

労働安全衛生に関する

意識が希薄 

計画目標の達成に向け、業務を遂行するには、備え

るべき職員の能力も求められます。また、その能力を

職員が有しているかを正確に把握するとともに、職員

の実績を記録・蓄積していくことも大切です。 

そこで、組織の要求する能力の水準に基づく人材育

成を実施することで、確実な事業運営を目指します。 

 

計画目標の達成に向け、業務を遂行するには、備え

るべき職員の能力も求められます。また、その能力を

職員が有しているかを正確に把握するとともに、職員

の実績を記録・蓄積していくことも大切です。 

そこで、組織の要求する能力の水準に基づく人材育

成を実施することで、確実な事業運営を目指します。 

また、業務を遂行していく上で、コンプライアンス

教育の徹底や事故防止のための労働安全衛生教育を

継続していきます。 

 

 


